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軽
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方
の
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稼
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そ
の
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造
変
化

l
 
l
 
j
 

本

平

忠

一
、
問
題
の
視
点

津軽地方の出稼労働とその構造変化

農
村
か
ら
の
労
働
力
の
流
出
に
は
、
大
都
市
へ
の
離
村
就
職
や
人
口
減
少
を
と
も
な
わ
な
い
在
宅
通
勤
型
流
出
、
さ
ら
に
一
時
的
な
業

態
交
替
と
し
て
の
出
稼
型
流
出
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
労
働
投
下
の
対
象
が
農
地
に
お
か
れ
、
土
地
こ
そ
労
働
力
商
品
化
の
唯
一
の
も

の
で
あ
っ
た
時
代
か
ら
、
土
地
以
外
の
も
の
に
労
働
力
を
結
び
つ
け
て
そ
の
商
品
化
を
可
能
に
し
て
き
た
わ
が
国
資
本
主
義
経
済
の
発
展

と
と
も
に
増
大
し
て
き
た
。

東
北
農
村
は
す
で
に
日
本
資
本
主
義
が
そ
の
再
生
産
軌
道
を
確
立
し
た
明
治
中
期
以
来
、
先
進
工
業
地
帯
へ
の
労
働
力
供
給
源
と
な
り

農
家
の
子
女
を
紡
績
女
工
と
し
て
(
1
)
、
あ
る
い
は
二
、

三
男
を
工
業
労
働
者
と
し
て
送
り
出
し
、

さ
ら
に
は
季
節
出
稼
ぎ
に
よ
る
低
賃

銀
労
働
を
提
供
し
て
き
た
歴
史
は
古
い
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
後
進
的
農
業
構
造
を
背
景
と
し
た
零
細
・
貧
農
層
を
中
心
と
す
る

ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
対
応
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年
初
頭
か
ら
は
じ
ま
る
日
本
経
済
の
高
度
成
長
は
京
浜
地
帯
の
よ
う
な
既
成
の
工
業

111 

地
域
を
基
盤
に
、
資
本
の
強
引
な
蓄
積
と
産
業
構
造
の
巨
大
な
変
化
を
引
き
お
こ
す
な
か
で
、
速
く
離
れ
た
東
北
の
僻
村
ま
で
つ
ぎ
つ
ぎ
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と
労
働
市
場
圏
に
ま
き
込
み
、

か
つ
て
の
零
細
・
貧
農
層
に
と
ど
ま
ら
ず
全
農
家
群
に
わ
た
っ
て
治
大
な
労
働
力
を
吸
い
あ
げ
て
き
た
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
農
村
労
働
力
の
変
化
を
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
か
け
て
商
品
的
リ
ン
ゴ
経
済
の
導
入
に
よ
っ
て
、
資
本
主
義
経

済
に
対
応
し
て
き
た
青
森
県
西
部
津
軽
地
方
を
と
り
あ
げ
、
特
に
出
稼
ぎ
労
働
の
推
移
と
そ
の
構
造
変
化
を
明
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

./  

/ 
d・'...-/-

" 
ーー-.ーー メ乙建設部門への出稼者

10，000ト ー・---.、、
、.、、___d'"〆/"漁業出稼者

l---日』一一一ー--~---_..ー宅一、、'-ー「一一ー一一ー・ーー」ーー『
~ m a R ~ ~ M ~ % ~ ~年

人

40，000 
/ 

30，000 

青森県の出稼者数と漁業出稼(主として錬)の推移

(註)青森県職安課調査資料による

第 1図

ニ
、
津
軽
地
方
の
出
稼
ぎ
の
推
移

青
森
県
の
出
稼
ぎ
は
以
前
か
ら
北
海
道
へ
の
出
稼
ぎ
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
の
中
心
は
春
鯨

出
稼
ぎ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
北
海
道
側
か
ら
み
る
と
毎
年
二
月
か
ら
五
月
初
旬
に
か
け
て
北
海

道
西
部
海
域
に
集
中
す
る
出
稼
者
は
、
昭
和
二
十
四
年
か
ら
同
二
十
六
年
に
か
け
て
の
三
か
年

聞
に
一

O
万
一
二
八

O
人
の
漁
掛
出
稼
者
を
む
か
え
て
い
る
。
そ
の
過
半
数
の
五
万
二

O
四
九

人
が
道
外
よ
り
の
出
稼
者
で
あ
る
が
、
青
森
県
が
そ
の
五
八
・
二
%
(
三
万

O
三
二
八
人
)
を

し
め
る
と
と
も
に
、
春
鯨
出
稼
ぎ
を
中
心
と
し
た
漁
欝
出
稼
ぎ
が
青
森
県
各
種
出
稼
群
の
約
九

一
括
に
あ
た
り
、

出
稼
労
働
の
主
役
を
演
じ
て
き
た
す
〕
O

」
れ
は
昭
和
五
年
の
出
稼
者
総
数

二
万
三

O
二
O
人
の
う
ち
八
四
%
に
あ
た
る
一
万
九

O
四
O
人
が
漁
掛
出
稼
ぎ
で
あ
る
こ
と
を

み
て
も
、
青
森
県
の
出
稼
ぎ
は
も
と
も
と
北
海
道
へ
の
漁
揚
出
稼
ぎ
に
は
じ
ま
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
昭
和
三
十
一
年
を
時
点
と
し
て
春
練
出
稼
ぎ
の
急
激
な
低
落
が
み
ら
れ
、
こ
れ
と

反
対
に
建
設
業
部
門
へ
の
出
稼
ぎ
が
急
増
し
て
い
る
(
第
一
図
参
照
)
。
こ
れ
は
大
正
初
期
に
お

け
る
春
鯨
(
3
)
漁
場
は
津
軽
海
峡
付
近
で
あ
っ
た
が
、

昭
和
初
年
こ
ろ
よ
一
り
北
海
道
西
部
海
域
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青森県出稼農家率と生産的諸条件との相関値

一昭和28年一

ryxl 

の
奥
尻
島
周
辺
に
漁
場
が
移
動
し
、
さ
ら
に
祝
津
沖
合
か
ら
利
尻
・
礼
丈
島
海
域
へ
と
北
上
し
、
昭
和
三
十

一
年
以
降
は
北
海
道
近
海
か
ら
漁
場
が
次
第
に
姿
を
消
す
に
い
た
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
期

は
昭
和
三
十
年
初
頭
か
ら
は
じ
ま
っ
た
日
本
経
済
の
高
度
な
成
長
期
と
時
を
同
じ
く
し
、
練
労
働
市
場
か
ら

閉
め
出
さ
れ
た
労
働
力
が
東
京
・
関
東
方
面
へ
と
逐
年
転
換
し
は
じ
め
、

や
が
て
伝
統
的
出
稼
労
働
市
場
で

lryx2 ryx3 r問|
→33榊卜0.31林 I0.20* I -0. 12卜0.71問
出稼農家率Y 専業農家率X2 2.000 以上農家率X4

水田化率Xl 0.500未満農家率Xa 樹園地率五

ryx5 

第1表対
す
る
比
率
を
求
め
、

(
V判
)
、

専
業
農
家
率

あ
っ
た
北
海
通
か
ら
関
東
・
中
京
方
面
の
新
労
働
市
場
へ
と
出
稼
先
が
移
行
す
る
。

こ
う
し
た
青
森
県
出
稼
ぎ
の
一
般
的
動
向
を
背
景
と
し
て
、
昭
和
十
年
に
お
け
る
津
軽
地
方
の
市
町
村
別

出
稼
者
実
数
分
布
と
同
二
十
八
年
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、
二
十
八
年
に
は
津
軽
地
方
の
出
稼
ぎ
は
著
し

く
減
少
し
て
い
る
(
第
二
・
三
図
参
照
)
0

」
こ
で
の
出
稼
者
数
と
は
昭
和
十
年
に
青
森
県
全
体
で
八
、

ム

ノ、

五
四
人
、
同
二
十
八
年
に
八
、

七
一
三
人
を
数
え
る
春
鯨
出
稼
者
の
み
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
の
理
由
は
当
時

に
お
け
る
青
森
県
の
代
表
的
出
稼
ぎ
で
あ
り
、

か
っ
、
二
月
か
ら
五
月
初
旬
に
か
け
て
の
農
閑
期
に
出
稼
ぎ

し
、
六
月
十
日
前
後
の
田
植
ま
で
に
帰
村
す
る
典
型
的
な
季
節
出
稼
労
働
と
み
な
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
昭
和
二
十
八
年
に
お
け
る
青
森
県
の
三
市
二
ハ
一
か
町
村
ご
と
に
春
鯨
出
稼
農
家
数
の
総
農
家
戸
数
に

こ
れ
と
生
産
的
諸
条
件
と
の
聞
に
ど
ん
な
関
連
が
あ
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
出
稼
農
家
率

(
Y
)
と
水
田
化
率

(
V

台、

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
経
営
農
家
率
(
V
M
)

、
二
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
家
率

(L)
お
よ
び

樹
園
地
率
(
為
)
と
の
単
相
関
係
数
を
算
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
有
意
性
の
検
定
を
こ
こ
ろ
み
た

(
第
一
表
参
照
)
。
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こ
れ
に
よ
る
と
出
稼
率
と
樹
園
地
率
が
可
H
0・
戸
の
最
も
高
い
逆
相
関
を
示
し
、
樹
園
地
率
の
高
い
と
こ
ろ
が
出
稼
稀
少
地
区
に
あ
た

っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
の
最
も
強
い
地
域
が
弘
前
を
中
心
と
す
る
津
軽
地
方
で
あ
る
こ
と
は
、
青
森
県
リ
ン
ゴ
栽
培
面
積
率
分
布
に
よ
っ
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第2図 津軽地方市町村別出稼者数の分布一昭和10年一

(註) 青森県庁調査課資料および東奥年鑑資料による
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瞳盤250人以上
E囲 200-250
阻]II]150-200 
密~100-150 

歴S350~100

Eヨ20-50 
仁コ 20人以下

910  2.0 司Okm

第3図 津軽地方の市町村別出稼者数の分布一昭和28年一
(註) 第2図と同じ
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第4図青森県リンゴ栽培面積率の分布一昭和28年一

(註) 県農林部資料による
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わ
が
国
の
リ
ン
ゴ
生
産
量
の
六
七
%
(
六
、

七
六

て
も
理
解
さ
れ
る
(
第
四
図
参
照
)
D

た
し
か
に
こ
の
地
方
は
昭
和
二
十
八
年
当
時
、

O
万
貫
)
、
青
森
県
の
約
八
八
%
を
産
出
し
て
い
る
。

す
で
に
か
な
り
の
発
展
が
み

」
れ
に
対
し
て
昭
和
十
年
当
時
の
津
軽
リ
ン
ゴ
は
、

ら
れ
、
津
軽
平
野
東
部
斜
面
の
リ
ン
ゴ
栽
培
は
ほ
と
ん
ど
飽
和
状
態
に
達
し
、
弘
前
付
近
お
よ
び
中
部
傾
斜
地
へ
の
発
展
期
に
あ
た
っ
て

い
る
ハ
4
)
0

し
た
が
っ
て
こ
の
段
階
以
前
に
お
け
る
津
軽
地
方
の
出
稼
ぎ
は
さ
ら
に
よ
り
多
く
析
出
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

七
O
O人
余
で
大
差
は

と
に
か
く
昭
和
十
年
と
同
二
十
八
年
に
お
け
る
青
森
県
春
練
出
稼
数
は
、
前
者
が
八
、
六

O
O、
後
者
が
八
、

な
い
が
、
地
域
別
に
み
る
と
中
津
軽
・
南
津
軽
郡
の
三
三
八
人
の
出
稼
ぎ
が
昭
和
二
十
八
年
に
は
僅
か
一
八
人
へ
と
著
し
い
減
少
を
一
市
し

一
三
五
人
へ
と
漸
増
し
、
特
に
上
北
郡
に
お
い
て
は
一
四

O
七

人
も
多
い
一
二
、

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
津
軽
・
下
北
郡
は
一
二
、

O
八
五
人
か
ら
一
二
、

し
た
が
っ
て
リ
ン
ゴ
栽
培
発
展
の
中
心
で
あ
る
中
津
軽
・
南
津
軽
郡
に

津軽地方の出稼労働とその構造変化117 

八
二
八
人
の
多
出
稼
地
域
と
な
っ
て
い
る
(
5
u
o

出稼ぎの増減とリンゴ地帯

との関連

リ中
ン心 中津軽郡 220人 7A 
コボ地

栽士宮区 南津軽郡
118 11 

J判 北津軽郡 1028 559 

移地 西津軽郡 502 269 

域 三戸郡 1280 904 

ンリ少な
東軽津郡 1985 2018 

コし、
下北郡 1100 1117 

栽培地域
上北郡 2421 3828 

の

第 2表

「¥¥J

県調査課資料・東奥年鑑資料によ

る

(註)

最
も
著
し
い
出
稼
ぎ
の
低
落
が
み
ら
れ
、
リ
ン
ゴ
栽
培
の
漸
移
地
帯
で

あ
る
北
津
軽
・
西
津
軽
・
三
戸
郡
は
、
出
稼
、
ぎ
の
減
少
に
お
い
て
も
漸

移
地
帯
と
な
り
、
反
対
に
出
稼
ぎ
の
増
加
地
帯
は
上
北
郡
を
中
心
と
し

た
東
部
一
帯
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
(
第
二
表
参
照
)
。
こ
れ
を
よ
り
具

体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
西
津
軽
郡
鳴
沢
村
(
現
鯵
ケ
沢
町
鳴
沢
地

区
)
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
。

三
、
零
細
農
家
と
リ
ン
ゴ
経
営
の
結
合

川
鳴
沢
村
の
出
稼
ぎ
と
リ
ン
ゴ
経
営
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鳴沢村の出稼ぎの推移とリンゴ栽

培との関連

¥¥!出稼者数民自主|畑地面積|山林原野

(人) (ha) (ha) (ha) 
明治20 O 165.0 1400.0 

25 O 170.0 1395.0 

30 。180.0 1385.0 
35 180 O 188.0 1380.0 

40 200 7.0 195.0 1365.0 

大正1 150 22.0 205.0 1324.0 

5 146 85.0 215.0 1220.0 

10 100! 120.5 220.0 1191. 0 

15 20 i 130.0 228.0 1050.0 

昭和5 35 135.0 145.0 1055.0 

10 10 130.0 147.0 1052.0 

10 162.0 117.0 1015.0 

119.0 1015.0 

25 20 175.0 190.0 1024.0 

28 15 186.0 190.0 1024.0 

鳴沢村役湯資料による。山林原野は部

落有と民有のみ。

青
森
県
西
部
西
津
軽
郡
に
あ
る
鳴
沢
村
は
、
昭
和
二
十

八
年
に
お
け
る
農
家
戸
数
六
五
二
戸
(
全
戸
数
の
八
五
%
)

耕
地
面
積
八
八
六
、
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
水
田
三
八

%
、
畑
地
四
O
%
、
樹
園
地
二
二
%
(
一
八
六
・
八
へ
ク

タ
ー
ル
)
と
な
り
、
そ
の
土
地
利
用
に
お
い
て
比
較
的
に

高
い
リ
ン
ゴ
栽
培
率
を
示
し
て
い
る
。
鳴
沢
村
の
出
稼
、
ぎ

の
推
移
を
水
田
・
畑
地
・
リ
ン
ゴ
栽
培
面
積
お
よ
び
山
林

原
野
の
変
遷
と
の
関
連
に
お
い
て
検
討
す
る
と
、
明
治

(註)

四
十
年
当
時
は
二
O
O
人
以
上
の
出
稼
者
を
出
し
、
主
と

第3表は
弘
前
周
辺
の
農
業
労
務
者
と
し
て
移
動
し
て
い
た

(
第
三
表
参
照
)
O

し
て
北
海
道
・
北
洋
漁
業
へ
の
出
稼
ぎ
が
中
心
で
、

部

立
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
、
出
稼
ぎ
は
減
少
傾
向
を
た
ど
り
大
正
十
年
の
一
O
O
人
を
最
後
と
し
て
急
減
し
、
昭
和
二
十
八
年
に
は
出
稼
者

大
E
元
年
に
は
出
稼
斡
旋
機
関
と
し
て
鳴
沢
村
出
稼
組
合
が
設

二
五
人
と
い
う
微
々
た
る
も
の
と
な
り
、

い
つ
し
か
出
稼
組
合
も
消
滅
す
る
に
い
た
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
リ
ン
ゴ
栽
培
は
明
治
四
十
年

に
は
じ
め
て
七
・
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
リ
ン
ゴ
園
が
生
れ
、
大
正
元
年
に
は
二
二
・
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
同
十
五
年
に
い
た
る
聞
に
約
六
倍
に

あ
た
る
一
一
一
一
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
リ
ン
ゴ
園
の
拡
大
が
み
ら
れ
、
そ
の
後
増
反
を
続
け
昭
和
二
十
八
年
に
は
一
八
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
面

積
を
も
つ
に
い
た
っ
た
。
そ
の
過
程
は
青
森
リ
ン
ゴ
栽
培
の
変
遷
と
同
じ
傾
向
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
大
正
初
年
よ
り
同
十

五
年
に
か
け
て
は
わ
が
国
経
済
の
好
況
に
の
る
リ
ン
ゴ
園
の
増
成
期
が
あ
り
、
昭
和
五
年
前
後
に
や
や
停
滞
を
示
す
の
は
経
済
恐
慌
に
と



も
な
う
影
響
と
み
な
さ
れ
る
官
〉
O

こ
の
よ
う
に
中
央
経
済
の
変
動
に
鋭
敏
で
あ
る
こ
と
は
、

リ
ン
ゴ
経
営
そ
の
も
の
が
資
本
制
的
生
産

と
し
て
の
特
質
を
も
つ
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
資
本
蓄
積
力
も
高
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
に
か
く
鳴
沢
村
は
明
治
四
十
年
に
リ
ン
ゴ
栽
培
を
開
始
し
た
こ
と
、
特
に
大
正
初
年
よ
り
同
末
年
に
か
け
て
リ
ン
ゴ
栽
培
の
著
し
い

発
展
を
み
た
こ
と
、
こ
れ
を
時
点
と
し
て
出
稼
ぎ
が
急
速
に
低
落
し
て
い
る
が
、
な
お
こ
れ
ら
に
つ
い
て
相
互
の
関
連
分
析
が
必
要
と
な

る。
間
部
落
有
林
野
の
個
人
分
割
と
リ
ン
ゴ
経
営

青
森
リ
ン
ゴ
の
成
功
し
た
原
因
の
一
つ
は
、
零
細
農
家
と
リ
ン
ゴ
経
営
の
結
合
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
青
森
リ
ン
ゴ
は
明
治

五
年
に
は
士
族
授
産
事
業
の
一
つ
と
し
て
導
入
さ
れ
、

旧
士
族
聞
に
お
け
る
庭
先
経
営
と
し
て
出
発
し
た
。
し
か
し
栽
培
技
術
と
投
下
資

津軽地方の出稼労働とその構造変化

本
に
制
約
さ
れ
、

つ
い
で
船
沢
・
藤
崎

い
つ
し
か
地
主
階
層
に
よ
る
経
営
に
移
行
さ
れ
た
。

そ
の
揺
盤
地
(
7
〉
は
弘
前
・
清
水
周
辺
、

板
柳
・
竹
舘
・
碇
ケ
関
・
山
形
地
区
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
七
、

八
年
の
経
済
好
況
に
支
え
ら
れ
て
次
第
に
拡
大
し
て
き
た
。

し
か
し
、
明
治
三
十
一
年
か
ら
同
三
十
五
年
に
か
け
て
の
病
虫
害
の
発
生
に
よ
っ
て
大
被
害
を
こ
う
む
り
、
そ
の
対
策
と
し
て
袋
掛
け

作
業
(
8
)
が
考
察
さ
れ
、

こ
れ
を
通
し
て
リ
ン
ゴ
栽
培
に
お
け
る
労
働
構
造
に
大
き
な
変
化
が
あ
ら
わ
れ
た
。

す
な
わ
ち
地
主
自
作
に
よ

る
リ
ン
ゴ
経
営
は
、
こ
れ
ら
の
袋
掛
け
作
業
を
一
般
零
細
農
家
空
雇
用
労
働
力
を
む
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
た
め
、

袋
掛
け
を
契
機
と
し
て
新
た
な
出
稼
労
働
市
場
が
形
成
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
こ
に
零
細
農
家
群
は
袋
掛
け
出
稼
ぎ
を
通
し
て
リ
ン
ゴ

経
営
に
接
し
、
栽
培
技
術
を
体
得
す
る
と
と
も
に
水
田
単
作
農
業
に
比
し
て
冷
害
凶
作
に
よ
る
危
険
率
も
低
く
、
そ
の
収
益
の
高
い
こ
と

を
知
る
に
い
た
っ
た
。
し
か
し
、
土
地
を
も
た
な
い
零
細
農
家
群
と
し
て
は
、
い
か
に
リ
ン
ゴ
栽
培
の
有
利
性
を
知
っ
た
と
し
て
も
そ
の
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生
産
者
と
な
り
え
な
か
っ
た
が
、
明
治
二
十
二
年
に
施
行
さ
れ
た
新
町
村
制
に
よ
っ
て
、
部
落
す
な
わ
ち
旧
村
は
地
方
自
治
の
単
位
と
し
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て
認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
部
落
有
林
野
の
所
属
を
め
ぐ
っ
て
論
議
を
よ
ん
だ
。
さ
ら
に
明
治
四
十
二
年
の
内
務
・
農
商
務
両
省
に
よ
る
部

落
有
林
野
の
新
町
村
へ
の
統
一
奨
励
は
、

部
落
有
地
の
解
体
と
個
人
分
割
へ
の
傾
向
に
一
層
の
拍
車
を
か
け
る
結
果
と
な
っ
た
(
9
)
O

ち

ょ
う
ど
こ
の
時
期
が
前
述
し
た
零
細
農
民
の
リ
ン
ゴ
栽
培
に
対
す
る
要
望
の
高
ま
り
と
一
致
し
、
こ
こ
に
部
落
有
入
会
地
を
解
放
し
共
有

地
小
作
と
し
て
個
別
農
家
に
分
割
し
た
こ
と
が
零
細
農
家
に
リ
ン
ゴ
が
入
る
契
機
と
な
っ
た
。

部
落
有
林
野
の
用
益
目
的
は
稼
・
緑
肥
な
ど
の
刈
取
り
を
主
と
し
、

ま
た
雑
木
・
落
葉
・
枯
柴
な
ど
の
薪
炭
採
取
で
あ
っ
た
た
め
、
自

給
的
農
家
経
営
の
段
階
に
お
い
て
は
全
階
層
を
通
し
て
こ
の
種
の
部
落
有
林
野
は
必
要
不
可
決
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
部
落
有

林
野
が
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
私
的
所
有
観
念
の
発
達
の
も
と
に
必
ず
し
も
解
体
す
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
き
た
理
由
は
、
明
治
維
新

の
地
租
改
正
で
一
応
、
部
落
有
地
と
し
て
法
制
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
と
し
て
も
、
基
本
的
に
は
部
落
社
会
が
一
つ
の
強
固
な
生
活

共
同
体
と
し
て
存
続
し
う
る
紐
帯
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
る
。

北
津
軽
郡
飯
詰
村
(m)
大
字
飯
詰
の
場
合
を
み
る
と
、

「
区
有
財
産
の
一
部
を
開
放
し
開
墾
・
果
樹
・
読
菜
等
を
栽
培
せ
し
め
、

副
業

奨
励
の
目
的
に
て
区
民
各
戸
へ
分
割
貸
付
す
る
」
と
、
そ
の
解
放
の
目
的
を
限
定
し
、
さ
ら
に
貸
付
の
対
象
と
し
て
「
当
区
民
に
し
て
戸

主
た
る
も
の
」
、
「
一
戸
を
構
え
戸
数
割
の
負
担
を
受
く
る
義
務
あ
る
も
の
」
と
し
、

い
わ
ゆ
る
貸
付
の
資
格
条
件
を
規
定
し
て
い
る
。
こ

こ
か
ら
「
本
人
事
故
の
為
他
へ
転
住
又
は
廃
家
等
の
場
合
は
土
地
を
返
還
す
る
も
の
と
す
る
」
、
「
小
作
権
を
他
村
へ
売
渡
し
出
来
、
ざ
る
も

の
と
す
」
な
ど
の
管
理
条
項
が
規
定
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
o

飯
詰
部
落
の
分
割
貸
付
の
関
係
戸
数
は
三
八
六
戸
、
そ
の
分
割
面
積
二

一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

一
戸
当
り

0
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
前
後
が
個
別
農
家
に
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
津
軽
地
方
に
お
け
る
入
会
地

分
割
の
ほ
ぼ
標
準
的
面
積
と
み
ら
れ
、
南
津
軽
・
北
津
軽
の
各
村
も
こ
れ
と
同
様
に
共
有
地
小
作
に
よ
る
リ
ン
ゴ
経
営
農
家
が
出
現
し

た
。
こ
れ
を
リ
ン
ゴ
栽
培
の
自
小
作
別
面
積
か
ら
み
る
と
、
青
森
県
下
の
栽
培
面
積
の
約
七

O
%弱
が
自
作
地
で
あ
る
が
、
残
り
三

O
%
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リンゴ栽培における共有地小作の割合(昭和10年)

¥¥¥l総面積|自作面積|小作面積|共有地小作率|普通小作率
東津軽郡 180.4ha 149.4ha 31. Oha 38.7% 61.3% 

西津軽郡 788.9 693.2 94.7 O 100.0 

中津軽郡 1134.8 1029.7 140.4 100.。 。
南津軽郡 3473.7 2680.0 1393.7 89.5 10.5 

北津軽郡 1043.3 646.1 397.2 94.4 8.6 

言十 6620.1 4598.4 2052.0 86.3 13.7 

第4表

強
の
小
作
地
の
う
ち
、
そ
の
八
六
男
が
共
有
地
小
作
で
あ
り
、
特
に
中
津
軽
・
南
津
軽
・
北
津

軽
郡
で
は
共
有
地
小
作
が
圧
倒
的
な
比
重
を
し
め
て
い
る
丘
)
(
第
四
表
参
照
)

0

こ
の
よ
う
な
部
落
有
林
野
の
崩
壊
過
程
を
通
し
て
着
目
す
べ
き
問
題
の
一
つ
は
、
明
治
四
十

農林省農業組合研究所，青森県農業の発展過程237頁による。

二
年
に
政
府
に
よ
る
部
落
有
地
の
統
一
と
新
町
村
へ
の
所
有
権
の
移
転
に
つ
い
て
の
勧
奨
に
対

し
て
、
逆
に
個
人
分
割
に
よ
る
対
応
を
示
し
た
こ
と
は
津
軽
農
民
の
近
代
的
前
進
を
意
味
す
る

も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

い
ま
一
つ
は
部
落
有
林
野
の
個
人
分
割
と
は
い
え
、
実
質
的
に

は
部
落
所
有
の
継
続
に
よ
る
貸
付
と
小
作
料
の
徴
収
と
い
う
対
応
は
、
な
お
古
い
部
落
共
同
体

的
紐
帯
の
温
存
を
意
味
し
、
こ
れ
が
自
由
な
フ
ァ

l
マ
l
的
発
展
を
制
約
す
る
要
因
と
な
っ
た

」
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
零
細
農
家
群
に
手
数
料
程
度
の
低
額
小
作
料
を
も
っ
て
土
地
を
貸
付
す
る
共
有
地

小
作
制
度
は
、

い
わ
ば
土
地
な
き
農
民
に
土
地
を
あ
た
え
た
こ
と
で
、
こ
こ
に
零
細
農
家
に
普

及
し
が
た
か
っ
た
リ
ン
ゴ
栽
培
が
結
合
し
、
小
規
模
リ
ン
ゴ
園
農
家
数
を
増
加
さ
せ
た
と
い
え

る。
こ
れ
を
西
津
軽
郡
鳴
沢
村
に
つ
い
て
み
る
と
、
部
落
有
林
野
の
分
割
に
よ
る
共
有
地
小
作
は

み
ら
れ
ず
、

ほ
と
ん
ど
が
自
作
地
お
よ
び
普
通
小
作
に
よ
る
経
営
で
あ
る
o

す
な
わ
ち
明
治
四

(註)

十
二
年
に
小
屋
敷
部
落
を
中
心
に
一
一
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
南
浮
田
・
建
石
・
湯
舟
部
落
を
加

え
る
と
二
二
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
樹
園
地
が
聞
か
れ
、
大
正
六
年
ま
で
に
建
石
部
落
の
原
野
開



122 

鳴沢村の部落別リンゴ栽培面積

の推移

¥¥|明治42年l大lE6年|昭和28年
南湯田 1.8ha 8.5ha 13.0ha 

湯舟 1.0 16.0 20.3 

小屋敷 11. 2 15.0 23.6 

建石 8.0 58.0 94.0 

保木原 8.4 11. 7 

北浮田 7.5 11. 5 

川尻 2.1 4.3 

山田野 1.5 10.8 

言十 22.0 117.0 186.0 

拓
に
よ
っ
て
約
五
倍
の
面
積
に
あ
た
る
一
一
七
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
リ
ン
ゴ
園
が
造

成
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
正
六
年
か
ら
昭
和
二
十
八
年
に
い
た
る
聞
に
普
通
畑
の

切
替
え
、
原
野
・
荒
地
の
開
墾
、
山
地
傾
斜
面
の
利
用
な
ど
に
よ
っ
て
面
積
を
拡
大

鳴沢村役場資料による。

し
、
同
二
十
八
年
に
は
農
家
一
戸
当
り
水
田

0
・
五
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
地

0
・
五

三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
リ
ン
ゴ
園

0
・
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平
均
規
模
を
有
す
る
に
い
た

っ
た
。
そ
し
て
川
尻
・
山
田
野
部
落
を
除
く
他
の
部
落
は
、

い
ず
れ
も
六
五
%
以
上

第E表

の
農
家
が
リ
ン
ゴ
経
営
と
結
合
し
て
い
る

(
第
五
表
参
照
)

0

こ
の
よ
う
な
リ
ン
ゴ
経
営
が
農
家
の
労
働
構
造
に
ど
ん
な
変
化
を
あ
た
え
た
か
に

(註)

つ
い
て
、
さ
ら
に
具
体
的
検
討
を
加
え
よ
う
。

鳴
沢
村
大
字
小
屋
敷
の

K
農
家
は
、
明
治
四
十
三
年
当
時
、
水
田

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
普
通
畑

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
経
営
す
る
中

同
農
業
労
働
の
変
化
と
出
稼
ぎ
の
消
滅

規
模
農
家
で
あ
り
、
大
正
十
五
年
こ
ろ
ま
で
北
海
道
鯨
漁
場
へ
の
出
稼
農
家
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
大
正
元
年
に
自
己
所
有
の
原
野
に

O

-
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
リ
ン
ゴ
樹
を
造
成
し
、
同
五
年
に
は
さ
ら
に

0
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
リ
ン
ゴ
園
を
拡
大
し
て
い
る
。
そ
し
て
大
正
五

年
以
降
に
な
っ
て
従
来
の
出
稼
労
働
は
次
第
に
農
業
労
働
へ
と
吸
収
さ
れ
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
に
は
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
リ
ン
ゴ
園

自
作
農
家
と
な
り
、

い
わ
ゆ
る
経
済
的
上
層
階
層
へ
と
昇
進
し
て
い
る
。
そ
こ
で
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
営
に
要
す
る
年
間
労
働
配
分

と
そ
の
作
業
内
容
を
み
る
と
、
稼
働
労
働
力
四
・
三
人
で
一
月
、
二
月
を
除
く
と
つ
ね
に
雇
用
労
働
力
の
導
入
に
よ
っ
て
運
営
し
て
い

る
。
特
に
六
月
の
袋
掛
け
作
業
時
に
労
働
ピ

l
ク
が
現
わ
れ
、

五
名
の
女
子
労
働
を
約
十
日
間
雇
い
入
れ
て
い
る
(
第
六
表
参
照
)
。
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K農家の年間労働配分と作業内容

月 | 家族労働 | 雇用労働 | 作 業 内 d乞~

3 220時間 128時間 契定・粗皮削・整技

4 428 386 施肥・薬かけ

5 323 35 薬かけ・施胞・中耕・管理

6 569 1008 袋かけ・摘果・菜かけ・管理・中耕

7 445 58 管理・薬かけ・袋ヵ、け

8 105 35 薬かけ・管理

9 208 35 管理・袋はぎ

10 302 160 収穫・選果・荷造り

11 216 105 収穫・選果・荷造り・中 !~j: .収穫・貯蔵

12 44 20 選果・荷造り

1 23 箱造り・選果・荷造り

2 175 契定・荷造り

第B表

ま
た
、
年
聞
の
作
業
内
容
を
み
る
と
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
勇

定
、
四
月
の
施
肥
、

五
月
か
ら
六
月
の
薬
剤
散
布
、
六
月
か
ら
七
月
初
旬

に
わ
た
る
袋
掛
け
が
最
も
多
忙
な
時
期
と
な
り
、

八
月
・
九
月
に
小
休
暇

記帳農家であり，昭和2~年現在の家族の稼動労働力 4.3 人。

が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
十
月
中
旬
よ
り
翌
年
二
月
に
か
け
て
の
収
穫
期
ま

で
、
注
意
深
い
管
理
を
必
要
と
し
収
穫
後
は
選
果
・
荷
造
り
作
業
な
ど
に

よ
る
労
働
需
要
が
現
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
二
月
か
ら
二
月
の
土
地
生

産
停
止
期
に
は
、
屋
内
で
の
箱
造
り
が
翌
年
の
準
備
作
業
と
し
て
課
せ
ら

れ
て
い
る
。

」
こ
に
水
田
・
普
通
畑
農
家
に
み
る
十
一
月
か
ら
四
月
に
い
た
る
冬
季

労
働
遊
間
期
は
極
度
に
短
縮
さ
れ
、
す
で
に
三
月
に
は
全
労
働
時
間
三
四

八
時
間
の
う
ち
、
一
ニ
六
・
七
%
(
一
二
八
時
間
)

の
一
雇
用
労
働
の
導
入
が

み
ら
れ
、
さ
ら
に
水
田

0
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
作

0
・
三
二
へ
ク
I
タ

ル
の
経
営
は
家
族
労
働
の
完
全
燃
焼
に
よ
っ
て
も
な
お
多
量
の
不
足
を
き

た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
南
浮
田
部
落
の

H
農
家
も
か
つ
て
は
出
稼
農
家
で
あ
っ
た
が
、

(註)

リ
ン
ゴ
栽
培
が
軌
道
に
の
る
に
と
も
な
っ
て
出
稼
ぎ
の
消
滅
を
み
て
い

る
。
昭
和
二
十
八
年
の
リ
ン
ゴ
園

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
田

0
・
四
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第7表 H 農家の年間労働配分と作業内容 単位(時間)

¥月ぐ¥業
~ キ且 整 薬 施 中 管 袋 摘 除 収 落拾

ペ箱コ
l1':i' 選荷 JEL 3 

皮 カミ カミ 造
ン く

定 首リ 技 け 目巴 耕 理 け 果 袋 穫 コ、、 り 蔵 果り 計

3 56.0 63.0 45.5 63.5 228.0 

4 117.5 46.5 164.0 

5 28.5 3.5 15.0 16.0 63.0 

6 104.5 7.0 20.5 60.5 160.5 353.0 

7 113.5 175.0 34.5 16.0 339.9 

8 76.5 41. 0 117.5 

9 115.0 17.0 17.5 9.5 159.0 

10 202.5 4.0 19.0 44.0 269.5 

11 12.5 10.5 133.0 156.0 

12 44.0 44.0 

1 23.0 30.0 53.0 

2 59.5 14.5 24.5 92.0 190.5 

合 ~I 山 77.~ 45.~ 440.5川一 367.51 95.0川 33.01232.5 10.5! 386.0 2136.5 

(註) 記帳農家であり，昭和28年現在，家族の稼勤労働力4.0人。



ヘ
ク
タ
ー
ル
、
普
通
畑

0
・
六
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
当
地
域
の
標
準
農
家
で
あ
り
、
第
七
表
は
リ
ン
ゴ
経
営
に
用
す
る
年
間
労
働
配
分
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
o

こ
の
農
家
は
家
族
労
働
の
み
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
無
袋
栽
培
で
あ
る
た
め
六
月
の
労
働
需
要
は
低
い
が
、

四
月
・
六

月
七
月
お
よ
び
八
月
に
か
け
て
の
薬
剤
散
布
に
か
な
り
の
労
働
力
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

五
月
・
十
二
月
・
一
月
に
は
遊
間
期

の
存
在
を
み
る
が
、
す
で
に
二
月
に
は
一
九

0
・
五
時
間
、
一
二
月
に
は
二
二
八
時
間
の
労
働
需
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
水
田
・
普
通
畑
に
要

す
る
労
働
投
下
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
農
家
労
働
の
変
化
と
と
も
に
、

リ
ン
ゴ
経
営
が
景
気
変
動
に
よ
る
農
村
恐
慌
に
対
し
て
有
利
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
正
十
四
年

か
ら
昭
和
九
年
に
い
た
る
水
稲
平
均
反
収
三
六
円
五
二
銭
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

リ
ン
ゴ
は
五
七
円
三

O
銭
の
高
収
益
を
示
し
た
こ
と

(
ロ
)
、
ま
た
戦
後
に
お
い
て
も
水
稲
五
、

O
六
二
円
に
対
し
て
リ
ン
ゴ
が
七
、
二
七
七
円
(
昭
和
二
十
五
年
)
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
て
も
理

津軽地方の出稼労働とその構造変化

解
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
よ
っ
て
二
月
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て
の
春
鯨
出
稼
ぎ
や
北
洋
漁
業
へ
の
出
稼
労
働
は
、
完
全
に
地
元
農
業
労
働
に
編
入
さ

れ
出
稼
ぎ
の
消
滅
を
み
る
に
い
た
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
ひ
と
り
鳴
沢
村
の
み
の
現
象
で
は
な
く
津
軽
地
方
の
リ
ン
ゴ
経
営
農
家
の
共
通

的
現
象
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
に
よ
っ
て
津
軽
地
方
の
リ
ン
ゴ
栽
培
の
発
展
は
、
自
給
的
農
業
経
営
か
ら
の
脱
皮
と
い
え
る
が
、

し
か
し
明
治
初
年
か
ら
同
末
期

に
か
け
て
は
主
と
し
て
地
主
自
作
に
よ
る
ワ
ン
ゴ
経
営
で
あ
り
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
出
稼
労
働
は
消
滅
し
な
か
っ
た
。
大
正
以
降
、

部
落
有
林
野
の
個
人
分
割
を
契
機
と
し
て
明
治
以
来
の
地
主
経
営
に
か
わ
る
各
層
農
民
進
出
に
よ
る
農
民
的
リ
ン
ゴ
栽
培
へ
と
発
展
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
経
営
は
な
お
米
・
麦
に
依
存
し
、

い
わ
ゆ
る
商
品
的
リ
ン
ゴ
と
自
給
的
農
業
と
の
混
合
形
式
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て

125 

き
た
と
は
い
え
、
地
主
自
作
が
粗
放
的
経
営
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
後
者
は
集
約
的
経
営
!
特
に
労
働
集
約
的
と
し
て
展
開
し
、
こ
れ
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E田 60%以上

回m45%-60.% 
区ヨ 30%-45%
Eヨ 15%-30% 

一昭和44年一津軽地方の市町村別出稼農家率の分布

(数字は出稼者数を示す)

出稼労働者実態調査統計表

青森県(昭和44年11月1日)資料

(註)

10 

第5図

に
よ
っ
て
出
稼
労
働
を
吸
収
し
た
こ
と

は
、
農
村
潜
在
的
過
剰
人
口
に
対
す
る

農
民
的
挑
戦
と
い
え
よ
う
。

回
、
出
稼
ぎ
の
再
現
と
そ
の
構
造
変

イヒ

青
森
県
の
出
稼
ぎ
は
昭
和
二
十
八
年

当
時
、

一
万
七
六

O
一
人
の
移
動
者
を

み
た
が
、
高
度
経
済
成
長
の
本
格
的
展

聞
を
む
か
え
た
昭
和
三
十
五
年
以
降
は

再
び
出
稼
ぎ
の
激
増
期
と
な
り
、
同
四

十
四
年
に
は
出
稼
世
帯
四
万
五
九

O

六
、
出
稼
者
数
は
五
万
七

O
九
八
人
を

数
え
る
に
い
た
っ
た
。
津
軽
地
方
に
お

い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
第
五
図
の
市

町
村
別
出
稼
農
家
率
お
よ
び
出
稼
者
実

数
分
布
を
み
る
と
、
昭
和
二
十
八
年
当

時
に
ほ
と
ん
ど
出
稼
ぎ
が
な
か
っ
た
中



津軽地方の出稼労働とその構造変化

リンゴ栽培部落の出稼ぎの再現

一一一一一」南浮田|小屋敷
部落総戸数(a) 81 59 

出稼農家数(b) 51 31 

b/a % 63.0 53.0 

16才以上の世帯員(c) 176 104 

うち出稼者数 (d) 65 37 

C/d % 37.0 36.0 

家

家

出

農

農
稼

稼

題

出
。
出
。
問
。

…
し
…
し
稼
る

戸
な
戸
な
出
よ

お
ど
日
ど
る
に

数
ん
数
ん
け
号

戸
と
戸
と
お
2

総
ほ
総
ほ
に
巻
県

4

田

敷

森

究

浮

屋

青

研

南

小

:

発郎
関

年

三

北

お

時

東

和

林

…

間
同
l
小
頁

翻

①

②

ま
た
、
出
稼
先
別
労
働
市
場
に
お
い
て
も
、

第s表

津
軽
・
南
津
軽
郡
も
前
者
が
一
、

五
七
五
人
、
後
者
は
六
八
一
三
人
の
出
稼
ぎ
を
出

し
、
さ
ら
に
西
津
軽
・
東
津
軽
・
北
津
軽
郡
を
加
え
る
と
青
森
県
全
体
の
四
四
、
二

%
に
あ
た
る
二
万
五
二
一
三
人
も
の
出
稼
地
帯
伐
と
変
貌
し
た
。
こ
れ
を
前
項
で
述

ベ
た
西
津
軽
郡
鳴
沢
村
(
現
鯵
ケ
沢
町
鳴
沢
)

に
お
け
る
水
田
・
リ
ン
ゴ
地
区
の
南

浮
田
|
一
戸
当
り
耕
地
面
積

0
・
八
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
水
田
六
七
%
、
樹
園
地

一
八
%
、
普
通
畑
一
五
M
l
お
よ
び
リ
ン
ゴ
・
水
団
地
区
の
小
屋
敷
部
落
l
一
戸
当

り
耕
地
面
積
二
一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
う
ち
水
田
四
一
%
、
樹
園
地
三
六
%
、
普
通

畑
二
三
%
l
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ
れ
ら
は
明
治
四
十
年
以
来
の
リ
ン
ゴ
栽
培
の
導

入
に
よ
っ
て
出
稼
ぎ
を
解
消
し
た
典
型
的
部
落
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
両
部
落
と

も
臼
)
五
O
I
六
O
M
の
出
稼
農
家
率
を
示
し
、

て
い
る
(
第
八
表
参
照
)
。

い
わ
ゆ
る
出
稼
集
落
へ
と
推
移
し

が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
昭
四
十
年
段
階
で
は
北
海
道
へ
の
出
稼
者
は
県
全
体
の
四
一
・
一
%
、
関
東
市
場
が
三

0
・
二
%
で
あ
っ
た

か
つ
て
青
森
県
出
稼
ぎ
の
九
O
V
N
内
外
を
し
め
て
い
た
北
海
道
か
ら
関
東
方
面
へ
の
転
換

が
、
同
四
十
四
年
に
は
北
海
道
が
二
二
・
三
%
へ
と
低
落
し
、
関
東
が
五
三
・
二
%
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
津
軽
地
方
に
お

い
て
も
同
様
で
、
北
海
道
市
場
に
一
七
・
四
万
、
関
東
市
場
に
五
五
・
五
ガ
の
出
稼
者
が
移
動
し
て
い
る
(
第
九
表
参
照
)
0

」
れ
は
本

127 

格
的
な
経
済
成
長
に
よ
る
新
労
働
市
場
の
拡
大
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
木
県
の
出
稼
労
働
も
こ
れ
ら
の
新
労
働
市
場
に
組
み
入
れ
ら

れ
た
こ
と
を
表
示
し
て
い
る
。
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その他

410 

1.6 

第g表津軽地方における労働市場別出稼ぎの割合一昭和44年一

|県内|東北|北海道|関東 l中部|近畿 1

25213人 663 I 416 I 4376 I 13985 I 4091 I 1272 I 

1OO~ I 2.6 I 1.6 I 17.4 I 55.5 I 16.2 I 5.0 I 

出稼労働者実態調査統計表一昭和44年11月1日一青森県資料による

計

(註)

第10表

さ
ら
に
経
営
規
模
別
出
稼
農
家
率
か
ら
み
る
と
、
青
森
県
総
農
家
数
に
対
し
て
季

節
出
稼
農
家
の
み
で
二
二
・
一
%
の
出
稼
農
家
が
析
出
さ
れ
て
お
り
、
特
に
経
営
規

模
の
大
中
小
を
と
わ
ず
二
O
%
内
外
の
出
稼
世
帯
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
(
第
一

O
表
参
照
)
O

こ
の
こ
と
は
出
稼
賃
労
化
が
昔
の
よ
う
に
零
細
農
家
の
お
家
芸
で
は

な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
第
一
一
表
は
農
民
出

稼
ぎ
を
「
季
節
的
出
稼
ぎ
」

「
通
年
的
出
稼
ぎ
」

「
臨
時
的
出
稼
ぎ
」
に
分
類
し
た

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
青
森
県
全
体
で
は
季
節
的
出
稼
ぎ
が
五
八
・
七
%
、
津

軽
五
郡
で
は
六
四
・
七
%
を
し
め
て
い
る
が
、

「
出
稼
専
業
」
と
も
い
え
る
通
年
的

出
稼
ぎ
が
県
全
体
の
二
九
・
六
%
、
津
軽
五
郡
で
は
二
四
・
八
%
を
示
す
こ
と
は
、

農
村
労
働
力
の
一
時
的
な
業
態
交
替
と
し
て
の
出
稼
賃
労
化
が
、
都
市
完
全
雇
用
労

務
者
へ
と
移
行
す
る
脱
農
過
程
の
大
幅
な
進
展
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
経
営
規
模
の
大
小
を
こ
え
た
出
稼
ぎ
の
一
般
化
現
象
に
つ
い
て
は
、

第9表と同じ

す
で
に
そ
の
研
究
成
果
の
一
部
は
報
牛
三
思
し
て
い
る
が
、

」
れ
を
農
村
サ
イ
ド
か

ら
み
る
と
農
村
が
都
市
化
の
影
響
を
う
け
た
の
は
土
地
生
産
そ
れ
自
体
と
い
う
よ
り

は
、
む
し
ろ
農
家
の
生
活
面
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
昭
和

(註)

三
十
五
年
か
ら
同
四
十
年
に
か
け
て
の
消
費
水
準
の
変
化
を
み
て
も
、
都
市
の
消
費

指
数
が
農
村
の
そ
れ
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
食
料
の
一
一
一
・
固
と
光
熱
の
一
四
二
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一昭和44年一

¥¥¥¥|出稼世帯|季節的出稼直野議|臨時的出稼|

戸 44095 25866 13037 5192 
青森県

% 100.。 58.7 29.6 11. 7 

戸 19057 12325 4722 2010 
津軽 5郡

% 100.0 64.7 24.8 10.5 

出稼世帯に占める専業的出稼ぎの割合第11表

-
六
の
二
つ
だ
け
で
あ
り
(
。
、
他
の
費
目
指
数
は
す
べ
て
農
村
に
若
し
い
上
昇
、
が
み
ら
れ
、

L 、

ま

や
農
家
の
生
活
水
準
は
都
市
な
み
に
向
上
し
て
い
る
。
こ
こ
に
高
度
経
済
成
長
の
は
じ
ま
る
昭
和
三

十
年
こ
ろ
ま
で
は
、
農
業
所
得
だ
け
で
生
活
を
維
持
し
う
る
限
界
階
層
は
一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経

営
規
模
(
水
田
単
作
)

い
ま
や
農
業
所
得
だ
け
で
生
活
可
能
な
限
界
階
層
は
三

と
み
な
さ
れ
た
、
が
、

-
O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に
上
昇
し
て
き
た

a)O

し
た
が
っ
て
生
活
水
準
の
都
市
化
に
対
応
す
る
家
計
費
噌
大
を
、
農
業
所
得
の
み
に
よ
っ
て
支
え

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
そ
の
矛
盾
の
解
決
手
段
と
し
て
出
稼
賃
労
化
の
大
幅
な
展
開
が
現
わ
れ
た

と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
一
一
一
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農
家
層
に
お
い
て
も
出
稼
ぎ
の
拡
大
が
み
ら
れ
る
の
は
、

一
つ
は
生
活
水
準
の
維
持
に
あ
る
と
し
て
も
、
他
の
一
つ
は
経
営
規
模
の
大
き
い
農
家
群
ほ
ど
農
業

機
械
・
器
具
類
の
導
入
率
、
が
高
く
、
そ
の
借
入
金
返
済
残
高
が
大
き
い
こ
と
に
着
目
す
る
と
き
、
む

し
ろ
経
営
資
金
獲
得
の
た
め
の
出
稼
賃
労
化
と
み
な
さ
れ
る
。
秋
田
県
仙
北
郡
太
田
町
の
場
合
を
み

第9表と同じ

一・

o
l一
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
経
営
農
家
層
の
平
均
借
入
金
残
高
(
昭
和
四
十
五
年
十
一
月

て
も
、

現
在
)
は
、
三
九
万
八

O
一
二
三
円
、

一
・
五

l
二
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
階
層
で
は
六
四
万
六
七
四
六
円
、

二
・

o
l三
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
一
二
九
万
二
三
六
二
円
、
三
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
で
は
一
七
九

(註)

万
五
八
七
七
円
の
借
入
金
返
済
残
高
を
か
か
え
て
い
る
百
三
も
ち
ろ
ん
、
農
家
の
生
活
は
家
計
と

経
営
の
区
分
が
明
確
で
な
く
、
農
業
機
械
導
入
な
ど
に
よ
る
経
営
費
の
増
大
が
間
接
的
に
生
活
費
の
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不
足
を
も
た
ら
し
、
こ
の
点
か
ら
は
生
活
費
獲
得
の
た
め
の
出
稼
ぎ
と
も
い
え
る
が
、

し
か
し
、

よ
り
直
接
的
に
は
経
営
資
金
獲
得
の
た

め
の
出
稼
化
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
o

し
た
、
が
っ
て
一
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
の
零
細
農
家
群
の
出
稼
、
ぎ
と
、
大
規
模
農
家
層
の
そ
れ
と
を
同
一
に
論
ず
る
こ
と
は
危
険
で
あ

る。

0
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
内
外
の
零
細
農
が
農
業
生
産
を
自
給
的
飯
米
確
保
に
お
き
、
現
金
収
入
の
大
部
分
を
出
稼
賃
労
化
に
求
め
る

「
専
業
出
稼
化
」
の
方
向
を
た
ど
り
、

い
わ
ゆ
る
脱
農
過
程
の
一
環
と
し
て
の
出
稼
ぎ
で
あ
る
に
対
し
て
、
二
・

O
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の

経
営
農
家
群
で
は
、

よ
り
本
格
的
な
農
業
的
農
業
展
開
の
過
渡
的
段
階
に
現
わ
れ
た
出
稼
ぎ
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

玉
、
流
動
的
過
剰
人
口
化
に
お
り
る
出
稼
ぎ

か
つ
て
筆
者
は
出
稼
ぎ
の
概
念
を
制
移
動
の
時
間
的
条
件

倒
移
動
の
経
済
的
条
件

制
移
動
の
地
域
的
条
件
か
ら
、

「
出
稼
ぎ
と
は

地
元
と
み
な
さ
れ
る
一
定
地
域
か
ら
そ
の
地
域
外
に
向
っ
て
行
わ
れ
る
労
働
力
の
移
動
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
生
活
の
本
拠
で
あ
る
自
家

経
済
と
直
接
つ
な
が
り
の
あ
る
回
帰
的
移
動
で
あ
り
、

か
っ
、
出
稼
先
に
お
い
て
一
定
期
間
、
経
済
的
職
業
滞
留
を
な
す
移
動
」
で
あ
る

と
規
定
し
た
(
ヲ
o

そ
し
て
農
民
出
稼
ぎ
が
発
生
す
る
基
本
的
要
因
の
一
つ
は
、

零
細
・
貧
農
家
群
の
よ
う
に
年
間
の
土
地
生
産
収
益
に

よ
っ
て
農
家
の
生
計
が
維
持
さ
れ
な
い
場
合
、
第
二
に
は
積
雪
・
寒
冷
に
よ
る
土
地
生
産
停
止
期
を
も
ち
、
農
家
労
働
力
が
経
済
化
さ
れ

な
い
で
過
剰
労
働
が
プ
ー
ル
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
と
し
た
翁
)
O

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
土
地
生
産
か
ら
遊
離
し
た
労
働
力
の
存
在
を
共
通
条
件
と
し
て
お
り
、
そ
れ
は
農
村
の
潜
在
的
過
剰
人
口
を
意
味

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
潜
在
的
過
剰
人
口
に
よ
っ
て
析
出
さ
れ
た
遊
休
労
働
の
経
済
化
へ
の
仕
方
に
は
、
二
つ
の
形
態
が
み
ら
れ
た
。

一
つ
は
水
田
英



作
・
冬
期
畑
地
利
用
な
ど
の
こ
と
く
、

さ
ら
に
土
地
生
産
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
れ
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
り
、
他
の

一
つ
は
遊
休
労
働
そ
の
も
の
を
斗
地
生
産
以
外
の
も
の
に
ふ
り
む
け
て
経
済
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
で
あ
る
o

積
雪
寒
冷
な
自
然
条
件
と

資
本
力
の
弱
い
東
北
農
村
は
、

一
般
的
に
土
地
生
産
そ
れ
自
体
の
近
代
化
を
通
し
て
、
そ
の
経
済
化
を
は
か
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、

ま

た
土
地
生
産
以
外
の
労
働
市
場
と
い
っ
て
も
局
地
内
労
働
市
場
の
狭
院
な
東
北
で
は
、

い
き
お
い
局
地
外
市
場
に
移
動
す
る
出
稼
賃
労
化

の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
明
治
以
来
の
東
北
農
村
は
零
細
貧
農
層
を
中
心
と
し
た
食
わ
ん
が
た
め
の
出
稼
ぎ
と
い
う
、
ミ
ゼ
ラ
w

フ
ル
な
対
応
を
示
し
出
し

て
き
た
。
津
軽
地
方
の
農
村
も
決
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
が
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
部
落
有
林
野
の
個
人
分
割
を
契
機

に
、
商
品
的
リ
ン
ゴ
が
零
細
農
家
群
と
結
び
つ
き
、
そ
の
労
働
集
約
的
経
営
を
通
し
て
出
稼
労
働
の
土
地
生
産
へ
の
編
入
を
は
か
っ
た
こ

津軽地方のl士i稼労働とその構造変化

と
に
、
潜
在
的
過
剰
人
口
に
対
す
る
農
民
的
挑
戦
で
あ
っ
た
と
い
え
る
o

し
か
し
、
昭
和
三
十
五
年
以
降
の
本
格
的
な
高
度
経
済
成
長
期
を
む
か
え
、
当
津
軽
一
地
方
も
か
つ
て
の
コ
一
倍
に
の
ぼ
る
出
稼
ぎ
群
の
再

現
を
み
た
こ
と
は
、
商
品
的
リ
ン
ゴ
栽
培
を
も
っ
て
し
て
も
、
こ
れ
に
抵
抗
し
え
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
と
い
え
よ
う
o

そ
れ
は
高
度
経
済
成
長
に
支
え
ら
れ
た
巨
大
労
働
市
場
圏
の
形
成
、
そ
の
拡
大
に
よ
る
農
村
労
働
力
の
ま
き
込
み
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
農
村
サ
イ
ド
か
ら
は
こ
れ
に
直
ち
に
結
び
つ
く
環
境
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
前
項
で
述
べ
た

ご
と
く
近
年
の
農
村
は
都
市
化
の
影
響
を
生
活
面
で
強
く
う
け
、
農
業
所
得
で
生
活
可
能
な
限
界
階
層
が
上
昇
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
農
業
生
産
そ
れ
自
体
は
都
市
化
・
工
業
化
と
の
交
わ
り
を
深
め
る
形
で
農
業
所
得
の
増
大
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
農
業
所
得
に
よ
る
家
計
費
充
足
率
の
低
下
と
い
う
矛
盾
の
解
決
手
段
と
し
て
、
局
地
内
労
働
市
場
の
狭
溢
な
当
地
方
で
は
、

い
を
」
お
い
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東
京
・
関
東
労
働
市
場
と
結
び
つ
く
大
量
の
出
稼
群
を
出
す
に
い
た
っ
た
と
い
え
る
o
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そ
れ
は
か
つ
て
の
農
民
出
稼
ぎ
を
潜
在
的
過
剰
人
口
に
対
応
す
る
一
環
と
し
て
捉
え
て
き
た
が
、
近
年
に
お
い
て
は
む
し
ろ
農
村
が
流

動
的
過
剰
人
口
化
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
な
か
か
ら
再
現
し
ハ
ヲ
、

一
般
化
し
て
き
た
出
稼
ぎ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
だ
け
に

今
日
の
出
稼
ぎ
が
農
村
社
会
に
与
え
る
影
響
は
大
き
く
、
特
に
農
民
の
階
層
分
化
を
通
し
て
の
集
落
構
造
の
変
貌
に
は
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
こ
に
出
稼
労
働
の
態
様
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
か
は
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
段
階
と
そ
の
構
造
に
よ
っ
て
大
き
く
影
響
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
察
知
す
る
と
と
も
に
、
現
在
の
出
稼
問
題
は
日
本
経
済
の
全
構
造
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
そ
の

根
本
的
解
決
は
わ
が
国
全
産
業
構
造
の
再
編
成
の
な
か
か
ら
、
そ
の
解
決
の
道
が
示
し
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
o

六
、
ま

と

め

以
上
に
よ
っ
て
農
民
出
稼
ぎ
の
構
造
変
化
を
津
軽
地
方
を
例
と
し
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
要
約
を
摘
記
す
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ

る
O 

川
津
軽
地
方
に
お
け
る
商
品
的
リ
ン
ゴ
栽
培
の
発
展
は
、
自
給
的
農
業
経
営
か
ら
の
脱
皮
と
い
え
る
が
、
し
か
し
、
明
治
初
年
か
ら
同

末
年
に
か
け
て
は
主
と
し
て
地
主
自
作
に
よ
る
経
営
で
あ
り
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
出
稼
労
働
は
消
滅
し
な
か
っ
た
。

凶
大
正
以
降
、
部
落
有
林
野
の
個
人
分
割
を
契
機
と
し
て
零
細
農
家
と
リ
ン
ゴ
が
結
合
し
、
従
来
の
地
主
的
経
営
に
か
わ
る
各
層
農
民

進
出
に
よ
る
農
民
的
リ
ン
ゴ
栽
培
へ
と
発
展
し
た
。
そ
れ
は
共
有
地
小
作
と
い
う
部
落
共
同
体
的
制
約
の
な
か
で
進
展
し
た
こ
と
で
、

L 、

わ
ば
近
代
的
装
い
を
も
っ
た
零
細
リ
ン
ゴ
園
農
家
群
の
誕
生
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
と
は
い
え
従
来
の
地
主
自
作
が
粗
放
的
経
営
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
後
者
は
労
働
集
約
的
経
営
と
し
て
展
開
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
出
稼
ぎ
労
働
の
多
く
を
吸
収
し
て
き
た
こ
と
は
、
農
村
潜



在
過
剰
人
口
に
対
す
る
農
民
的
挑
戦
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
日
本
資
本
主
義
の
発
展
に
対
し
て
、

土
地
生
産
そ
れ
自
体

を
近
代
化
|
商
品
的
リ
ン
ゴ
栽
培
ー
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
対
応
し
て
き
た
も
の
と
い
え
る
が
、
東
北
農
村
の
多
く
は
こ
の
よ
う
な
対
応
が

で
き
な
か
っ
た
o

こ
こ
に
零
細
・
貧
農
層
を
中
心
と
し
た
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
な
出
稼
労
働
の
析
出
が
存
続
し
て
き
た
と
い
え
よ
う
。

同
し
か
し
、
昭
和
三
十
五
年
以
降
の
高
度
経
済
成
長
期
を
む
か
え
て
、
津
軽
地
方
も
山
稼
ぎ
の
再
境
と
そ
の
一
般
化
を
み
る
に
い
た
つ

た
。
そ
れ
は
巨
大
労
働
市
場
の
形
成
と
拡
大
が
、
東
北
農
村
を
そ
の
労
働
市
場
圏
に
組
み
入
れ
て
き
た
こ
と
と
同
時
に
、

一
方
で
は
農
村

の
都
市
化
に
よ
る
生
活
水
準
の
向
上
に
よ
っ
て
、
農
業
所
得
だ
け
で
生
活
可
能
な
限
界
階
層
が
上
昇
し
て
き
た
o

こ
れ
に
と
も
な
う
家
計

費
充
足
率
の
低
下
と
い
う
矛
盾
の
解
決
手
段
と
し
て
、
局
地
内
労
働
市
場
の
狭
溢
な
当
地
方
で
は
い
き
お
い
関
東
労
働
市
場
と
給
び
っ
く

出
稼
賃
労
化
が
、
離
村
就
職
な
ど
の
一
般
的
人
口
移
動
と
と
も
に
大
幅
に
増
大
し
て
き
た
。
)
」
の
v

」
と
は
農
村
が
流
動
的
過
剰
人
口
化
す

津軽地方の出稼労働とその構造変化

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
中
か
ら
再
現
し
一
般
化
し
て
き
た
出
稼
ぎ
と
捉
え
ら
れ
、
出
稼
労
働
の
態
同
僚
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
は
資
本
主
義
の
発

展
段
階
と
そ
の
構
造
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
o

凶
そ
れ
だ
け
に
今
日
の
出
稼
労
働
を
通
し
て
の
血
庶
民
層
分
解
は
、

か
つ
て
の
共
有
地
小
作
を
基
盤
と
し
た
商
品
的
リ
ン
ゴ
経
営
の
そ
れ

に
対
し
て
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
戦
後
の
農
地
改
革
・
新
興
リ
ン
ゴ
生
産
地
の
急
速
な
発
展
、
そ
れ
に
と
も
な
う
過
剰
生
産
現
象
の
慢
性
化
、

さ
ら

に
地
域
間
競
争
な
ど
に
と
も
な
う
資
本
の
蓄
積
・
経
営
の
合
理
化
を
軸
と
し
て
零
細
リ
ン
ゴ
農
家
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を
た
ど
っ
て
き
た

か
。
そ
れ
ら
と
の
関
連
に
お
け
る
出
稼
ぎ
の
問
題
は
、
他
日
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

133 

(
ボ
研
究
は
昭
和
四
十
五
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
一
部
で
あ
り
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
)
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E王

1 

拙
稿
東
北
の
出
稼
ぎ
「
北
海
道
と
東
北
」
一
五
一

7
t
一
五
四
貰
大
明
堂

中
央
職
業
紹
介
事
務
局
道
府
県
外
出
稼
に
関
す
る
調
査
概
要
昭
和
七
年

帝
国
農
会
東
北
地
方
農
村
に
関
す
る
調
査
・
凶
作
篇
八
三

l
九
九
頁
昭
和
十
年

拙
稿
前
掲
(
1
)

出
稼
ぎ
群
団
と
そ
の
形
態
一
五
二

l
J
六
二
頁

拙
稿
春
練
出
稼
の
研
究
岩
手
大
学
学
芸
学
部
研
究
年
報
五
巻
六
三
1

七
五
頁
昭
和
二
十
八
年

長
谷
川
典
夫
岩
木
盆
地
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
生
産
分
布
の
発
展
過
短
に
基
く
〉

B
m
E
F
B
Z
S

|
|
具
体
的
変
化
の
法
則
性
に
つ
い
て
|
|
東
北
地
理
七
巻
二
号
・
五
八
頁
昭
和
二
十
九
年

拙
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